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厚生年金基金の代行返上と業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
当社の連結子会社が加入する富士通厚生年金基金は、確定給付企業年金法の施行に伴い、代行部分
の将来分支給義務免除の申請を行っておりましたが、平成 16年 3月 23 日に厚生労働大臣から認可を
受けました。 
これに伴い、当社グループは「退職給付会計に関する実務指針（中間報告）」（日本公認会計士協会
会計制度委員会報告第 13号）第 47－2項に定める経過措置を適用し、当該認可の日において代行部分
に係る退職給付債務及び返還相当額の年金資産の消滅を認識しました。 
これにより、厚生年金基金の代行返上益として 386 百万円の特別利益を平成 16年 3月期の当社連結
決算において計上しました。 
なお、これに伴い最近の業績動向等を踏まえ、平成 16年 1月 29 日の第 3四半期決算発表時に公表
した平成 16年 3月期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1.平成 16年 3月期通期予想数値の修正（平成 15年 4月 1日～平成 16年 3月 31 日） 
 
（連結）        （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16年 1月 29 日発表） 46,400 550 500 

今回修正予想（Ｂ） 46,497 543 603 

増減額（Ｂ－Ａ） 97 △7 103 

増減率 0.2 △1.3 20.6 

前期（平成 15年 3月期）実績 42,571 △4,485 △5,360 



 
 
（単体）        （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 16年 1月 29 日発表） 41,000 300 290 

今回修正予想（Ｂ） 41,222 508 321 

増減額（Ｂ－Ａ） 222 208 31 

増減率 0.5 69.3 10.7 

前期（平成 15年 3月期）実績 37,916 △2,047 △7,761 

 
 
2.業績予想修正の理由 
富士通厚生年金基金の代行返上の認可に伴う特別利益 386 百万円及び連結子会社での株式持合い
解消による有価証券売却に伴う特別利益 128 百万円がありましたが、たな卸資産の圧縮により陳腐
化した部品等および設備を処分することとし、特別損失として 362 百万円を計上したことにより、
業績予想を修正するものであります。 
連結業績につきましては、売上高につきましては予想通りとなりました。営業利益は計画比約 2
億円増の 1,760 百万円となる見込みでありますが、上期発生した為替差損の影響により経常利益は
予想通りの543百万円となり、当期純利益は予想比1億円増の603百万円となる見込みであります。 
単独業績につきましては、安定的需要のある既存の製品をベースに、高付加価値の新製品を加え、
お客様起点に立ったソリューションビジネスのより一層の推進により、経常利益は 508 百万円と増
益となりますが、たな卸資産の圧縮により陳腐化した部品等を処分することとし、特別損失に 178
百万円を計上したことにより、当期純利益は 321 百万円となる見込みであります。 

以 上 


